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　１月９日、永平寺町成人式が上志比文化会館サンサンホールで行われ、246名が大人の仲間入りをしました。
　式典では新成人を代表し、大塚 真さん、飛彈 亘宏さんが誓言書を読み上げ「時代の変化に柔軟に対応でき
る立派な社会人になれるように」と、不安定な現代にも立ち向かっていける社会人になる決意を述べました。
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　たくさん雪が降ったある日、雪だるまを作り
ました。不恰好ながら愛らしい雪だるま。ここ
からヒントをもらい、とんぼ玉でも雪だるまを
作ってみました。作っていくうちに段々と面白
くなりたくさん作りました。服を着せたりひげ
をつけたり…兄弟？姉妹？家族？そんな風に見
えてきました。
　２つの白い玉をくっつくか、くっつかないか
のところで固定させるのがコツです。目やマフ
ラー、帽子を付けるのは少し細かい作業かなと
思います。シンプルなものはとっても簡単。この冬、チャレンジしてみてはいかがでしょう？いっしょ
に干支のウサギさんも！

四季の森から

行政改革に町民の皆さんのご意見を！行政改革に町民の皆さんのご意見を！
「第２「第２次永平寺町行政改革大綱実施計画（案）（平成23年度～平成27年度）」次永平寺町行政改革大綱実施計画（案）（平成23年度～平成27年度）」

に関するに関するパブリックコメントの募集パブリックコメントの募集

　永平寺町では、平成19年3月に策定した「永平寺町行政
改革大綱」において、住民の視点に立った行政サービスを
最小の経費で効率的に実現するための5つの基本方針を掲
げ、その基本方針を実現する取り組むべき項目について、
実施計画を策定し、行政改革に取り組んできました。
　現在の大綱及び実施計画が平成22年度をもって終了しま
すが、町では、引き続き行政改革を推進していくため、現
在の大綱の推進期間を平成27年度まで5年間延長し、社会
経済情勢の変化や町民ニーズの多様化に対応した、「第２次
永平寺町行政改革大綱実施計画（案）（平成23年度～平成27年度）」をまとめましたので、町民の皆
さんからご意見を募集いたします。

意見の募集期間　平成23年２月４日から平成23年２月18日まで

閲　覧　場　所　①永平寺町のホームページ　http://www.town.eiheiji.lg.jp/
　　　　　　　　②行政改革推進本部（本庁舎２階総務課内）

意見の提出方法及び提出先
　様式に定めはありません。
　住所・氏名を必ず明記して次のいずれかの方法で提出してください。
　　①電子メールによる提出　メールアドレス／ soumu@town.eiheiji.lg.jp.jp
　　②ファクシミリによる提出
　　　FAX／ 61-2434
　　③直接または郵送による書面提出
　　　〒910-1192　永平寺町松岡春日1-4
　　　　永平寺町役場　行政改革推進本部

問合せ 四季の森文化館　  63-2111



歳出

民生費
200,836万円
22.4%

公債費
97,722万円
10.9%

土木費
122,151万円
13.6%

総務費
154,682 万円
17.3%

教育費
140,449 万円 
15.7%

農林水産業費 
52,694 万円
5.9%

衛生費
52,129 万円 
5.8%

消防費
41,775 万円　4.7%

商工費
19,386 万円　2.1%

議会費
10,165 万円
1.1%

労働費
4,368 万円　0.5%

地方税
200,923 万円
21.2%

地方交付税
377,818 万円
40.0%

地方債
52,020万円  5.5%
地方債
52,020万円  5.5%

国庫支出金
110,774万円
11.7%

国庫支出金
110,774万円
11.7%

県支出金
63,716 万円
6.7%

地方譲与税等
30,775 万円 3.3%

地方特例交付金
2,778 万円 0.3%

その他
63万円 0.1%

繰入金
6,057 万円 0.6%

繰越金
58,868 万円 6.2%

諸収入
18,088 万円 1.9%

分担金及び負担金
12,316 万円 1.3%

使用料及び手数料
8,860 万円 0.9%

財産収入
2,595 万円 0.3%

歳入

自
依
存
財
源

主
財
源
32.4%

67.6%

内　訳
町　税……………… 99,249万円
固定資産税………… 89,771万円
軽自動車税………… 3,572万円
市町村たばこ税…… 8,331万円

永平寺さんちの家計簿 （決算）永平寺さんちの家計簿 （決算）
　町の決算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形
にしてみました。なお金額の単位は「千万円」を「万円」に置き換えています。

　永平寺さんちの家計簿の決算は、今年も黒
字になりました。
　一家の収入の主なものは給料のほかパート
収入や雑収入となっています。平成 21 年度
は、景気の悪化から基本給が 8 万円減りまし
たが、会社（国）の方針（臨時的な経済対策）に
より諸手当が前年度より 53 万円多くなりま
した。また、支出の全てを賄えないため、銀行
からの借入も行っています。
　支出の主なものは、食費、家の改築や修繕、
保険料、交際費などの経費となりました。
　平成 21年度の特徴は、定額給付金、子育て
応援手当が給付されたため、補助費が多く
なったこと、国の経済対策を活用した普通建
設事業費が多くなったことが挙げられます。
また、ローン返済の先払いの効果により返済
額が減少しました。
　今後の景気動向を考えると、基本給の増は
厳しいと予想されます。また会社（国）の方針
で諸手当も減っていくことが予想され、家計
のやりくりが大変になると考えられます。
　今後とも、将来の生活設計（総合振興計画）
に基づき、支出を工夫するとともに、経費の節
約を心がけ、より質の高い生活を目指してい
きたいと考えています。

＜収入＞
給料 787 万円
　基本給（町税） 201 万円
　諸手当（地方交付税など）
 586 万円

パート収入
（分担金、使用料など）
 21 万円

雑収入 20 万円

金融機関からの借入（町債）
 52 万円

貯金の取崩（繰入金）
 6 万円

前年度の残金 (繰越金）
 59 万円

合計 945 万円

＜支出＞
食費（人件費） 210 万円

医療費（扶助費） 58 万円

公共料金、生活用品など（物件費）
 96 万円

保険料、交際費など（補助費等）
  133 万円

ローンの返済（公債費）
 98 万円

家の改築、修繕など
　　　（普通建設事業費等）
 147 万円

子どもへの仕送り、友人への
　　　援助（繰出金、貸付金）
 126 万円

貯金（積立金） 28 万円

合計 896 万円

翌年度への繰越金 49 万円

※単位をそろえるため、端数調整をしています
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平成21年度はこんな事業にお金を使いました＜主な事業＞

平成21年度

決算　平成21年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が
12月議会で承認されました。
　町民の皆さんが納めた税金や、国・県から入ったお金の
使いみちをお知らせします。

歳入総額……94億5,651万円（対前年度比　7.6%増）
歳出総額……89億6,357万円（対前年度比　9.3%増）

一般会計

民
生
費

介護給付費 24,552 
教
育
費

町内小中学校耐震補強工事等 23,396 
後期高齢者医療費 23,846 町内小中学校校舎改修工事等 20,325 
介護保険事業繰出金 21,899 町内小中学校備品購入費 7,352 
児童手当・子ども医療費助成等 19,879 すこやか子育て応援手当て 6,462 
わがまち子育て応援手当事業 2,108 農

林
水
産
業
費

農業集落排水事業繰出金 14,849 
ほのぼのやさしさ応援事業 973 農産物直売所緊急整備支援事業補助金 4,934 

土
木
費

公共下水道事業繰出金 45,582 水田農業構造改革補助金 3,825 
町道新設改良工事等 26,682 土地改良事業 3,138 
五領川公共下水道事務組合負担金 12,976 林道整備事業 2,994 
町道維持補修工事等 3,538 

衛
生
費

清掃センター運営費等負担金 21,533 

総
務
費

定額給付金事業 19,589 ガン検診・予防接種事業委託 2,028 
こしの国広域事務組合負担金 8,451 妊婦乳児健康診査委託 1,427 
永平寺線跡地現況測量・全体設計・跡地購入費用等 5,343 し尿処理組合負担金 1,163 
コミュニティバス運営委託料等 3,885 商

工
費

中小企業融資資金預託金 7,000 
えちぜん鉄道支援事業補助金 3,060 商工会補助・中小企業支援対策等 3,001 

消
防
費

消防ポンプ車購入 4,594 にこにこ買い物券発行事業 975 
救急自動車購入 3,417 労

働
費

勤労者生活安定資金預託 2,000 
耐震性貯水槽整備工事 2,039 シルバー人材センター助成金 1,604 

（単位：万円）

特　

別　

会　

計

会　　計　　名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険事業 176,504 172,282 4,222

後期高齢者医療 18,554 18,519 35

老人保健事業 1,171 1,111 60

介護保険事業（保険勘定） 146,854 146,561 293

介護保険事業（サービス勘定） 609 551 58

簡易水道事業 37,553 36,053 1,500

下水道事業 67,305 66,683 622

農業集落排水事業 20,621 20,179 442

土地開発事業 5,996 5,996 0

企
業
会
計

会　　計　　名 収入額 支出額 差引額

上水道事業（収益的収入および支出） 18,585 17,143 1,442

上水道事業（資本的収入および支出） 3,522 9,860 △ 6,338

（※不足額は、過年度損益勘定留保金等で補てん）

（単位：万円）



町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高））ののの状状状況況況町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高）の状況
　財政調整基金については、平成17年度に
合併経費へ充てるために取り崩した後は、毎
年基金の積み立てを行っています。
　人件費の抑制や起債の前倒し償還、低利
な利率への借り換えによる公債費の抑制、事
務事業見直しなどによる行財政改革の取り
組みを行った結果、平成18年度～平成21年
度の４か年で約496百万円の積み立てを行
いました。
　一般会計に係る町債残高は、平成16、17
年度をピークに、減少傾向にあります。平成
18年度から、公債費抑制対策として前倒し償
還や低利な利率への借り換えを約713百万
円（一般会計）実施した結果、平成17年度～
平成21年度の５か年で約1,943百万円の削
減を行いました。今後も計画的に町債の借入
を行い、町債残高の抑制を図ります。財政調整基金等　　 町債残高

基金（百万円） 町債残高（百万円）

①早期健全化基準永平寺町（平成21年度決算確定値）

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

公営企業における
資 金 不 足 比 率

－（赤字となっていない）

－（赤字となっていない）

15.8％

113.0％

－（資金不足となっていない）

（赤字）14.41％

（赤字）19.41％

25.0％

350.0％

（赤字）20.00％

健　全　団　体 早期健全化団体

②財政再生基準

（赤字）20.00％

（赤字）40.00％

35.0％

財政再生団体

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき平成２１
年度の健全化判断指標を公表します。
　「①早期健全化基準（イエローカード）」の基準を超えると、財政
健全化計画を策定し、自主的な改善努力による財政健全化を行い
ます。
　「②財政再生基準（レッドカード）」の基準を超えると、財政再生
計画を定め、国、県などの関与による財政再建を行います。また、町
債の発行など財政運営の制限を受けることになります。
　平成21年度は、全会計を通じた実質的な公債費の割合を示す
指標である実質公債費比率が、公債費抑制の取り組みを行った結
果、平成20年度の17.5％から15.8％（1.7%の改善）となり、更なる
健全化の推進が図られたものとなっています。

　永平寺町は、各健全化指標の基準をいずれも
下回っており、健全団体の基準内となっています。

　町では、「行政改革大綱実施計画」、「公債費負担適
正化計画」や「中期財政計画」に基づき財政の健全維
持および事業見直しなどの行財政改革に取り組んで
いるところです。
　平成18年度以降の人件費の抑制、事務事業の見直
し、公債費の抑制などの取り組みにより、平成18年度
～平成21年度の4ヵ年間で総額1,635百万の財政効
果が得られました。しかし、現在の社会経済情勢の低
迷や地方財政制度改正などに伴い、地方自治体の財
政環境は刻々と変化していきます。
　今後とも「町総合振興計画」および「行政改革大綱
実施計画」などを基本としながら、財政状況の変化、そ
の時々の行政ニーズへの対応を見極め、歳入確保や歳
出削減など収支バランスの取れた財政運営の実現を
目指し、一層の財政健全化に努めていきます。

【財政健全化判断比率等】 【行財政改革の着実な推進】

平成21年度永平寺町 財政のあらまし平成21年度永平寺町 財政のあらまし
給料・手当などについて

公表します。

人件費の状況（一般会計決算）
平成21年度の一般会計決算の人件費の状況は、次のとおりです。

（注）人件費には、職員給与のほか、町長等特別職の給与、議員報酬、退職金、地方公務員共済組合負担金などを含みます。

区　分
21年度

住民基本台帳人口（H22.3.31現在）
19,686人

歳出額（Ａ）
8,956,209千円

実質収支
419,242千円

人件費（Ｂ）
2,105,494千円

人件費率（Ｂ／Ａ）

職員の平均年齢、平均給料月額などの状況
平成22年4月1日現在の職員の平均年齢、平均給与月額などの状況は、次のとおりです。
①一般行政職

（注）1　一般行政職は、税務職、保健師、保育士、幼稚園教諭、消防職、企業職および技能労務職を除いた職です。
（注）2　平均給与月額は、給料月額に毎月支払われる扶養手当、住居手当、管理職手当などを加えた額です。

（注）1 一般行政職は、税務職、保健師、保育士、幼稚園教諭、消防職、企業職およ
 び技能労務職を除いた職です。

区　分
永平寺町
国

平均年齢
46.7歳
40.4歳

平均給料月額 平均給与月額
321,800円
328,477円

354,174円
381,212円

職員の初任給の状況
平成22年4月1日現在の一般行政職職員の初任
給の状況は、次のとおりです。
区　分
永平寺町

国

大　学　卒 高　校　卒
155,700円

Ⅰ種　185,800円
Ⅱ種　172,200円

140,100円

140,100円

退職手当
平成22年4月1日現在の退職手当支給率などの状況は、次のとおりです。

区　分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の
加算措置

永　平　寺　町

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

特別職の給料、報酬などの状況
平成22年4月１日現在の特別職の給料、報酬
などの状況は、次のとおりです。

区　分 期　末　手　当

6月期　1.25月
12月期　1.50月　計 2.75月

6月期　1.30月
12月期　1.45月　計 2.75月

町　長
副町長
議　長
副議長
議　員

給料または
報酬月額　
840,000円
650,000円
290,000円
230,000円
220,000円

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

国

一般行政職の級別職員数の状況
平成22年4月1日現在の一般行政職職員の級別職員数の
状況は、次のとおりです。
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

8
3.8

13
10.7

42
32.0

24
22.9

20
15.3

18
15.3

125
100.0

主事 主事 主査
課長補佐 課長補佐

参事
課長 課長 計標準的な

職務内容
職員数（人）
構成比（％）

②技能労務職
区分
永平寺町
国

平均年齢
49.4歳
48.4歳

平均給料月額 平均給与月額
238，500円
286，500円

247，664円
318，595円

19年度の人件費率
23.5％ 27.5％

職員給与費の状況（一般会計予算）
平成22年度の一般会計の当初予算における職員給与費の状況は、次のとおりです。

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。　（注）2　職員数は平成22年4月1日現在の人数です。

区　分

22年度

職員数
（Ａ）
257人 906,106千円 108,843千円 343,059千円 1,358,008千円

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）
給　　　　　与　　　　　費

期末・勤勉手当
平成21年度の期末・勤勉手当の支給割合は、次のとおりです。

区　　分

6　月　期
12　月　期

計
加算措置の状況

期末手当
1.25月
1.50月
2.75月

勤勉手当
0.700月
0.700月
1.400月

計
1.950月
2.200月
4.150月

期末手当
1.25月
1.50月
2.75月

勤勉手当
0.700月
0.700月
1.400月

計
1.950月
2.200月
4.150月

永　平　寺　町

職務上の段階、職務の級などによる加算措置があります。 職務上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

国

一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）
5,284千円

公表します  町職員の給与

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

（
決
算
）

平
成
16
年

（
決
算
）

平
成
17
年

（
決
算
）

平
成
18
年

（
決
算
）

平
成
19
年

（
決
算
）

平
成
20
年

（
決
算
）

平
成
21
年

1,232

10,279 10,265

9,693

9,145

8,650

8,322
905

1,096 1,100
1,139

1,401

5 4広報永平寺2月号 広報永平寺2月号
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こちらは、地域包括支援センターですこちらは、地域包括支援センターです

　近年、高齢者（65 歳以上の人）に対する虐待が増加してい
ることから、「高齢者虐待防止法」が施行されました。
　この法律には、虐待に気づいた人は通報の義務があること
を定めており、虐待を見つけた場合は速やかに通報すること
が事態の深刻化を防ぐことになります。

　虐待問題の難しいところは、養護者自身が介護により心身ともに

疲れ切って、追いつめられていることが少なくないことです。高齢

者虐待を防ぐためには、第三者が介入することで、虐待がエスカレー

トするのを防ぐこと、社会サービスの利用などで介護の負担を軽減

する方法をとることなどが重要です。

介護・保健・福祉の専門職が
相談にお答えします。 まずは、お電話ください。まずは、お電話ください。

お問い合わせ

みんなで防ごう高齢者虐待

こんなことが
虐待になります

 

●たたく、つねる、なぐる、ける、やけどを負わせるなど
●ベッドにしばりつけたり、意図的に薬を過剰に与えるなど身体的虐待

●空腹、脱水、低栄養状態のままにするなど
●おむつなどを放置する、劣悪な状態や住環境の中に放置するなど

介護・世話の
放棄、放任

●排せつなどの失敗に対して恥をかかせること
●子ども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口を言う、無視するなど

心理的虐待

●懲罰的に下半身を裸にして放置すること
●キスを強要する、性器への接触、など

性 的 虐 待

●本人のお金を必要な額渡さない、使わせないなど
●本人の不動産、年金、預貯金などを本人の意思・利益に反して
　使用するなど

経済的虐待

福井県高齢者総合相談センター
　　　専用電話　　25－0294　　

永平寺町地域包括支援センター
　　　専用電話　　61－6638

または

　

歴
史
的
に
も
貴
重
な
遺
産
や
財
産
が
存
在
す

る
永
平
寺
町
、
勝
山
市
、
あ
わ
ら
市
、
石
川
県

加
賀
市
の
更
な
る
観
光
の
連
携
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
歴
史
の
街
道
（
仮
称
）
協
議
会
」

が
去
る
12
月
21
日
（
火
）
に
四
季
の
森
文
化
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
市
町
の
首
長
が
参
加
し
行
わ
れ
た
こ
の
会

議
で
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
駅
開
業
を
控
え
金

沢
か
ら
い
か
に
福
井
方
面
に
誘
客
で
き
る
か
を

検
討
。
全
国
的
に
有
名
な
大
本
山
永
平
寺
や
国

指
定
史
跡
の
平
泉
寺
白
山
神
社
と
い
っ
た
歴
史

的
建
造
物
に
、
越
前

大
仏
や
加
賀
大
仏
・

吉
崎
御
坊
な
ど
と
い

っ
た
要
素
を
ポ
イ
ン

ト
に
、
今
後
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
の
１
年
間
を

準
備
期
間
と
し
協
議

を
重
ね
、
平
成
24
年

度
よ
り
本
格
始
動
し

て
い
く
予
定
で
す
。

更
な
る
広
域
的
観
光
の
連
携
を
図
る
た
め
に

12
月
21
日　
歴
史
の
街
道（
仮
称
）協
議
会
開
催

四季の森文化館で行われた協議会の様子

　希望に満ちた新春を迎え、永平寺町消防本部・消防団の発展を祈念
するとともに、消防職団員の士気の高揚と併せて管内住民の防火思想
の普及を図り、もって災害のない地域づくりに寄与することを目的と

して、1月9日（日）永平寺支
所前などで消防出初式が行われ
ました。
　式には消防職・団員約320名
が参加。視閲式で、松本町長に
激励を受けた後、約200ｍにわ
たって分列行進を行い、九頭竜川鳴鹿大堰で一斉放水。その後、永平寺緑
の村ふれあいセンターで表彰式が行われ、次の皆さんが表彰されました。

【町長表彰】 （順不同・敬称略）
　功労章（団員） 松川　洋治　　石田　　治　　鈴木　昌博　　嵐　　博行　　竹原　邦雄　　南部恵美子
　感謝状（退団） 酒井　亀由　　中川　三郎　　林　　豊幸　　大田　清之　　牧野　啓一　　柳原　昭彦
 勝見　健吾　　早田　邦彦　　川本　正浩　　中村　和義

【協会長表彰】
　特別功労章　第59回福井県消防操法大会ポンプ車の部　第3位
 松川　洋治　　清水　　巌　　鈴木　翔吾　　上坂　昌平　　今澤　幸治　　清水　和進

　功　労　章 山口　健一　　藤田　佳孝　　宇野　　裕　　山下　英信　　西野　彰一　　宮崎　博行
 堤　　照美

　永年勤続章 小林　育夫　　東畑　昭彦　　前田　重義　　前田八十八　　尾岸　高広　　清水　哲治
 坪川　達哉　　竹原　健一

【永平寺町幼少年婦人防火推進委員会表彰】
　感　謝　状 上志比隊少年消防クラブ　　　志比北隊少年消防クラブ　　志比隊少年消防クラブ
 永平寺南隊少年消防クラブ　　松岡隊少年消防クラブ　　　御陵隊少年消防クラブ
 吉野隊少年消防クラブ

永平寺町消防本部・署　 61-0179　 61-0168
永平寺分署　 63-2345　　上志比分署　 64-2180
ホームページ http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp

火災・救急・救助は火災・救急・救助は
119番119番

防火・防災及び自主防
災組織訓練の相談は、
最寄りの消防署へ

災害のないまちを願う永平寺町消防出初式災害のないまちを願う永平寺町消防出初式
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園児の手作りクッキング
市町振興プロジェクト

食育・生活習慣病の改善推進事業
　園児たちが調理を通し、友達と一緒
に食材に触れ、料理の楽しさを共有す
る「園児の手作りクッキング」が天谷
調理製菓専門学校の協力のもと、6月
～ 11月にかけ、町内各園5歳児を対象
に行われました。
　クッキングはお米を研ぐ作業から始
まりました。手のひらの下の方を上手
に使って研ぐと美味しくなることを教
わり、研ぎ方を知らない子は見よう見
真似でお米を研ぎ、白い研ぎ汁がきれ
いになるまで一生懸命に研いでいました。研いだお米は炊ける様子が
観察できる透明鍋を使い炊き上げ、観察していた園児たちは「ぷくぷ
くしてきたよ～」と炊けていく様子を不思議そうに見ていました。
　炊けたご飯は自分でラップを使いおにぎりにし、コーンや枝豆で飾
り付けオリジナルおむすびを作っていました。
　次に、お味噌汁に入れる具の玉ねぎ・豆腐を切る作業では、初めて
包丁を使うという子が多かったため、講師の先生や栄養士が補助につ
き一緒になって玉ねぎをゆっくり、ゆっくりスライスしました。手の
ひらの上での豆腐切りでは、恐る恐る豆腐に包丁を入れていました。
　試食会では、自分が切った野菜が入った味噌汁とオリジナルのおむ
すびを目の前に「すっごく美味しそう～」と言いながらぺろりと完食

していました。「おうちでも自分で料理してみたい」と料理体
験の感想を話していました。
　また、食べ物はどのように消化していくかを栄養士と園の先
生がエプロンシアターで園児たちに分かりやすく説明。体の仕
組みについても勉強しました。

代
表
者
に
よ
る
玉
串
奉ほ
う
て
ん奠
の
様
子

自
分
が
た
て
た
お
茶
を
母
親
に
運
ぶ
児
童

炊き立ての美味しい匂いが食欲をそそります

恐る恐る豆腐を手のひらで切ります

エプロンシアターの様子

中が見える鍋を使ってお米が炊ける様子を観察

PICK UP
!

PICK UP
! 永平寺町の民話を紙芝居に

　12月17日、ボランティアグループ Ｂ－メイトが
手作りした民話紙芝居の贈呈式が町立図書館で行わ
れ、４月から作成し、完成させた新作「志比谷のて
んぐ」「おわれたかれ」の２作品を、町内３つの図書
館に寄贈しました。
　Ｂ－メイトは旧松岡町の頃から図書館ボランティ
アとして活動しているグループで、1998年から町に
残っている民話を題材とした紙芝居製作を続けてい
ます。

　「民話を題材にしているので地域性を出すために方
言を多く使用しています。昔の話なので、出てくる
道具や衣類が現代には無いものが多く、色付けには
とても苦労します」とメンバーの皆さんは民話を忠
実に紙芝居に反映する難しさを語り、代表の土肥明
子さんは「メンバーが愛情こめて作った紙芝居が町
内の皆さんに手にとって見ていただき、活用してい
ただけたらありがたいです」と話されました。

紙
芝
居
を
製
作
し
て
い
る
Ｂ
ー
メ
イ
ト

館
長
に
紙
芝
居
を
贈
呈
す
る
土
肥
代
表

今年一年間事故が起きないように
１月７日　交通安全祈願祭

　今年一年間事故が起きないよう祈願する「交通
安全祈願祭」が1月7日、柴神社にて行われました。
永平寺署や町交通安全協会、交通指導員、町関係者
ら約30名が参加し、玉串奉奠後、代表して青山教
育長が交通安全の誓いを読み上げました。
　挨拶に立った宮田永平寺警察署長は「昨年、交通
死亡事故は県内で42件ありました。これは全国で2
番目に低い数字。中でも高齢者が占める率がとても
高く、高齢者死亡事故多発警報を（年間）2回出し
ました。ただ漠然と交通安全を呼びかけるのではな
く課題をしっかり持ち、それにしっかり取り組んで
いきたい。この祈願祭をひとつのきっかけとし、住
民の安全を守っていきます」と力強く述べました。

おかあさんお抹茶どうぞ
１月９日　初釜と運だめし

　「お父さん、お母さんにお茶をたててみましょう」
と1月9日、松岡児童館にて初釜と運だめしが行わ
れ、児童館に通う親子25名が参加しました。
　なかよし幼児園でも教えている豊島 みすえ先生
をお招きし、お茶のいただき方・お茶のたて方を教
わりました。参加した児童は、それぞれのお父さん
やお母さんにお茶をたてました。
　弟の浩太郎くんと参加した佐原千尋さんは、弟が
たてたお茶をいただくことに。「（弟がたてたお茶を
飲むのは）初めてでなんだか不思議な気分」と照れ
ながらも笑顔でお茶をいただいていました。
　初釜の後には、「ビンゴゲーム」で今年の運だめ
しを親子で楽しんでいました。

図書館ボランティアグループ　Ｂ－メイト

園児達の反応が面白い！
天谷調理製菓専門学校　西島　明日香 先生

　園児とのクッキングは、素直な反応があるので楽しい
です。今回の取り組みによってご家庭でもお手伝いを自
ら行うよう、
興味を持っ
てくれたな
と思います。
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新着
図書
新着
図書

児童
図書
児童
図書

町立図書館　（松岡）　　　61－7117
町立図書館永平寺館　　　63－3111
町立図書館上志比館　　　64－3170

開館時間　　10:00～18:00
　※ 町立図書館は火・木曜日10:00～20:00
休 館 日　　毎週月曜日・毎月末日
　※ 町民カレンダーをご参照ください

今月の予防接種対象者今月の予防接種対象者

松岡保健センター　  　61-0111

冬は外気が乾燥しており、風邪を引きやすく、また移りやすい環境になっています。
うがいや手洗い、マスクなどをして予防しましょう。

●周囲の人へうつさないようマスクを着用してください。（『咳エチケット』参考）
●マスクを着用した上で、早めに医療機関を受診してください。
●早めに治療することは、症状が重くならないようにするだけでなく、ほかの人へうつさないため
にも大変重要です。
●睡眠を十分とり安静にすることやバランスのとれた消化のよい食事をとること、お茶やジュース、
スープなどで水分を十分補給すること、外出を避けるといった点に気をつけてください。

ＢＣＧ（結核）

予防接種名 対　　　象　　　者

三種混合　1期
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

 平成22年10月1日～平成22年10月31日生まれのお子さん

麻しん・風しん　1期  平成22年1月1日～平成22年1月31日生まれのお子さん

日本脳炎　1期　初回  平成20年1月1日～平成20年1月31日生まれのお子さん 

初回 平成22年9月1日～平成22年9月30日生まれのお子さん
追加 平成21年9月1日～平成21年9月30日生まれのお子さん

個別
予防接種
個別
予防接種

★対象者には町から問診票を送付します。
★接種場所は町内指定医療機関となります。送付案内をご覧ください。
★町から配布されております「予防接種手帳」を必ず読んで接種してくださ
い。

★問診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。

インフルエンザや風邪の予防方法インフルエンザや風邪の予防方法

対　　象　　児 日　程 場所 時　　　間

松
岡
福
祉
総
合

　
　

セ
ン
タ
ー

健診・相談内容

午後1時30分～2時まで受付

2月8日（火）

2月23日（水）

2月22日（火）3歳児健診

平成22年9月1日～10月31日生まれ

平成21年6月16日～7月31日生まれ

平成19年12月16日～平成20年1月31日生まれ

1歳半児健診

午前9時10分～9時30分まで受付育 児 相 談

今月の乳幼児健診日程

①手洗い・うがいをしましょう。　②人ごみをさけましょう。
③適度な湿度を保ちましょう。　　④栄養と休養を十分に取りましょう。

予防方法

風邪（またはインフルエンザ）の症状が出たら･･･

①咳やくしゃみなど、少しでも症状のある人は必ずマスクをしましょう。
　医療機関を受診する際も、必ずマスクをして受診しましょう。
②咳やくしゃみの際には、ティッシュなどで鼻と口を押さえて、周りの人から顔をそむけ
ましょう。
③使用後のティッシュはフタ付きのごみ箱に捨てましょう。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

若
い
人
来
た
れ
！

　
「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

２
０
１
１
〜
成
人
・
卒
業
ー
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
あ
な

た
に
〜
」（
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動

協
議
会
お
す
す
め
）を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

・
名
著
講
義 

（
藤
原　

正
彦
著
）

・
世
界
史
読
書
案
内

（
津
野
田
興
一
著
）

・
何
と
か
な
る
さ 

（
山
崎　

直
子
著
）

・
お
し
ん
の
遺
言 
（
橋
田
寿
賀
子
著
）

・
就
活
の
前
に 
（
中
沢　

孝
夫
著
）

 

な
ど

　

若
い
人
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

図
書
館
案
内

図
書
館
案
内

団
体
貸
出
に
つ
い
て

　

学
校
や
幼
稚
園
、
公
民
館
、
施
設
な

ど
の
団
体
へ
ま
と
め
て
本
を
お
貸
し
し

ま
す
。
貸
出
冊
数
や
期
間
に
つ
い
て
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

貸
出
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

　

貸
出
資
料
は
１
回
に
限
り
２
週
間
の

延
長
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
返
却
期

限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
や
、
そ
の
資
料

に
予
約
が
つ
い
て
い
る
と
き
は
延
長
が

で
き
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
返
却
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
延

長
希
望
は
電
話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

本
を
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う

　

返
却
さ
れ
た
本
に
お
茶
な
ど
の
し
み

が
つ
い
て
い
た
り
、
お
菓
子
の
く
ず
が

は
さ
ま
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
読
書
で
き

る
よ
う
、
飲
食
し
な
が
ら
の
読
書
は
お

や
め
く
だ
さ
い
。

2
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

■
町
立
図
書
館
（
松
岡
）

　
「
鬼
」

■
永
平
寺
館

　
「
阿
川
佐
和
子
特
集
」

■
上
志
比
館

　
「
入
園
・
入
学
の
準
備
を
し
よ
う
！
」

わたしが救われたたった一言 ディスカバー・トゥエンティワン
親鸞と道元 五木　寛之
福井藩 舟澤　茂樹
おかあさん、テロってなに？パレスチナってどこにあるの？ 武田ひさこ
江ガイドブック 新人物往来社
東京スカイツリー＆浅草へ行こう！ 昭　文　社
2011年日本はこうなる 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング
老いの才覚 曽野　綾子
大人たちはなぜ、子どもの殺意に気づかなかったか？ 草薙　厚子
お風呂ストレッチ 久永　陽介
うさぎ雑貨と暮らす 中田　桃子
麹のレシピ おの　みさ
家庭の医学 野村　　馨
農家直伝豆をトコトン楽しむ 農　文　協
帝国ホテルの不思議 村松　友視
ＨＩＶマリコの場合 安部　結貴
ベスト・アメリカン・短編ミステリ ジェフリー・ディーヴァー
ＰＲＩＤＥ 石田　衣良
セカンドバージン 大石　　静
やぶへび 大沢　在昌
モルフェウスの領域 海堂　　尊
木戸の口封じ 喜安　幸夫
エチュード 今野　　敏
ＫＡＧＥＲＯＵ 齋藤　智裕
錨を上げよ　上巻・下巻 百田　尚樹
坂ものがたり 藤原緋沙子

しらべよう！りかいしよう！点字の世界　２ 桜　雲　会
うんこばい菌元気のもと！　１ 斉藤ふみ子
大どろぼう疾風組参上！ 岩崎　京子
おコン草子 齊藤　飛鳥
家元探偵マスノくん 笹生　陽子
ザルつくりのサル 東　　君平
とこやにいったライオン サ ト シ ン
ちょうどいいよ 竹下　文子
すいすいたこたこ とよた　かずひこ
シモンのアメリカ旅行 バーバラ・マクリントック
おふろでぽっかぽか 山本　省三

『田舎の紳士服店のモデルの妻』
宮下　奈都
（文藝春秋）

『黒猫オルドウィンの冒険』
アダム・ジェイ・エプスタイン

（早川書房）

「夫のため田舎に移り住ん
だ梨々子が、妻、母、女とし
て迷いながら進む日々。じ
んわりと胸にしみてゆく、愛
おしい「普通の私」の物語。」

「野良猫のオルドウィンが、ひょん
なことから魔法使いの弟子の使い
魔となり、さらわれた少年達を救う
べく果てしない旅に出る物語。」



13 12広報永平寺2月号 広報永平寺2月号

確
定
申
告
に
関
す
る

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
者
１
１
０
番
地
区
相
談
会

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
者
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て

日
曜
日
に
も
受
付
実
施

　

福
井
税
務
署
で
は
、
２
月
20
日
（
日
）

と
27
日
（
日
）
の
両
日
、
確
定
申
告
を
受

け
付
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
告
書
の
作
成
は
便
利
な

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.

go.jp

）
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金

額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自

動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
な

ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
電
子
申
告
（
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
！

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税
の
確

　

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
財
産
、
金
融
問

題
、
年
金
、
日
常
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
家
お
よ
び

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
（
金
）
13
時
〜
15
時

場
所　

永
平
寺
町
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

専
門
相
談　

弁
護
士　

社
会
保
険
労
務
士

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な

い「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
支
援
の
対
象
に
「
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
」
を
加
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
対
応
で
き
て
い
な
い
「
世
帯
全
員
が

市
町
村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い

る
世
帯
」
に
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
1

台
）
を
無
償
で
給
付
（
配
送
）
し
ま
す
。

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

 
0
5
7
0
‐
0
2
3
7
2
4

※ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援
の
問
合
せ
は
、
総
務
省　

地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

「こうやってするとウサギさんになる
よ」と退屈している妹を、今年の干
支「卯」に見立てて遊んであげるお
姉ちゃんでした。

（松岡児童館　初釜にて）

定
申
告
を
す
る
と
、

• 

最
高
5
，
0
0
0
円
の
税
額
控
除
（
本

控
除
の
適
用
は
平
成
19
年
分
か
ら
22
年

分
の
間
で
い
ず
れ
か
１
回
で
す
）

•
添
付
書
類
の
提
出
省
略

• 

還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
（
3
週
間
程

度
に
短
縮
）

と
い
っ
た
特
典
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

問
合
せ

（
（

 

0
5
7
0
‐
0
3
3
8
4
0
）ま

で

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）の

火
災
事
故
や
破
砕
機
内
で
の
爆

発
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
･
携
帯
用
ガ
ス

ボ
ン
ベ
な
ど
に
よ
る
火
災
や
爆
発
事
故
が

全
国
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

火
災
事
故
や
爆
発
事
故
が
発
生
す
る
と

人
命
に
係
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
収
集
車
や

破
砕
機
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
住
宅
な
ど

に
も
被
害
が
お
よ
ぶ
危
険
が
あ
り
ま
す
。

■
次
の
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

◎ 

ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
穴
を
開

け
ず
ご
み
に
混
ざ
っ
て
入
っ
て
い
る
。

◎ 

ガ
ス
を
完
全
に
使
い
切
ら
ず
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
て
い
る
。

■
車
両
火
災
な
ど
を
防
ぐ
に
は

◎ 

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
は
ガ
ス
を
使
い
き
り

（
ガ
ス
抜
き
を
し
）
着
火
し
な
い
こ
と

を
確
認
し
資
源
･
有
害
ご
み
の
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

ス
プ
レ
ー
缶
･
携
帯
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
は
、
穴
を
開
け
て
か
ら
、
指
定
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
事
故
や
爆
発
事
故
を
防
ぐ
に
は
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。

　

ご
み
は
正
し
く
分

別
し
て
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

福
井
税
務
署 

 

23
‐
２
６
９
０

障
害
者
相
談 

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

※ 

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　

福
井
県
障
害
者
社
会
参
加推

進
セ
ン
タ
ー

　

福
井
市
光
陽
２
丁
目
３
ー
22

（
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
F
）

 

27
‐
1
6
3
2

 

25
‐
0
2
6
7

問
合
せ

松　

岡　

地　

区

区　名 氏　名 永　

平　

寺　

地　

区

区　名 氏　名
志 比 堺 清　水　雅　司 志　 　 比 田　中　昭　義
薬 師 １ 丁 目 渡　邊　光　彦 荒     谷 山　田　昌　克
薬 師 ２ 丁 目 松　浦　千　治 市 野 々 大　道　正　一
薬 師 ３ 丁 目 細　川　正　記 京　　　 善 川　本　　　務
神 明 １ 丁 目 梅　田　康　博 寺　　　 本 中　川　健　龍
神 明 ２ 丁 目 木　谷　清　勝 け や き 台 宮　崎　眞　海
神 明 ３ 丁 目 峠　　　尚　太 諏　 訪　 間 坪　川　　　等
葵 １ 丁 目 前　野　和　恒 東 諏 訪 間 浅　井　　　勤
葵 ２ 丁 目 平　井　次　郎 山 笠　松　宏　光
葵 ３ 丁 目 中　山　修　一 法　 寺　 岡 谷　口　光　一
春 日 １ 丁 目 谷　　　三男雄 東　 古　 市 齋　藤　秀　則
春 日 ２ 丁 目 白　崎　英　彦 高　　　 橋 渡　辺　明　世
春 日 ３ 丁 目 道　幸　正　信 下　 谷　 口 酒　井　政　春
芝 原 １ 丁 目 山　田　　　稔 上　 谷　 口 小　林　昭二三
芝 原 ２ 丁 目 田　邊　邦　明 花　　　 谷 栁　原　　　博
芝 原 ３ 丁 目 墨　谷　政　三 光　 明　 寺 柿　木　正　義
松 原 団 地 竹　澤　清　英 飯　　　 島 伊　井　正　行
木 ノ 下 笹　川　浩　一 轟 山　岸　孝　典
松ケ原１丁目 小　林　正　則 鳴　　　 鹿 竹　澤　弘　安
松ケ原２丁目 西　田　祐次郎 山　　　 鹿 吉　田　謙　治
松ケ原３丁目 北　野　陽　一 下 浄 法 寺 堀　端　榮　一
松ケ原４丁目 田　中　了　一 中 浄 法 寺 鈴　木　忠　幸
観 音 横　田　和　憲 上 浄 法 寺 小　林　正　一
清 水 高　見　敏　雄 岩　　　 野 釼　内　倫　夫
石 舟 奥　野　　　一 吉　　　 波 中　吉　　　豊
松 ケ 丘 玄　正　　　壽 栃　　　 原 島　田　穂　積
越 坂 １ 丁 目 林　　　孝　一 上　

志　

比　

地　

区

区　名 氏　名
越 坂 ２ 丁 目 三　谷　信　一 吉　　　 峰 多　田　憲　治
吉 野 堺 根　来　和　夫 藤　　　 巻 多　田　照　夫
吉 野 吉　村　輝　雄 市　 荒　 川 武　内　庄　司
小 畑 北　川　信　一 中　　　 島 反　保　敬　三
宮 重 田　邉　甚兵衞 竹　　　 原 朝　日　善次郎
西 野 中 籔　　　憲　雄 石　　　 上 南　部　孝　雄
湯 谷 奥　野　義　範 栗　 住　 波 南　部　一　之
上 吉 野 山　崎　和　夫 せ せ ら ぎ 深　本　善　生
上 合 月 椛　山　義　洋 清　　　 水 山　田　秀　幸
下 合 月 藤　　　善　一 大　 野　 島 鈴　木　喜代宏
末 政 杉　田　　　学 市 右 ェ 門 島 齋　藤　由紀雄
渡 新 田 白　崎　典　孝 山　　　 王 齋　藤　秀　康
兼 定 島 多　田　市　夫 大　　　 月 吉　田　松　二
領 家 中　川　敏　夫 牧　 福　 島 前　田　幸　男
樋 爪 西　　　敬　司 浅　　　 見 二　口　　　青
平 成 山　下　成　男 野　　　 中 下　野　震　介
御 公 領 藤　岡　誠一郎 北　　　 島 石　田　政　巳
学 園 山　内　芳　朗
県 大 宿 舎 桑　原　美　香 （行政区順：敬称略）

平成23年　区長紹介平成23年　区長紹介
各地区の区長が決まりましたので、ご紹介します。
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〝
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
〞『
町
長
の

炉
ば
た
ト
ー
ク
』行
っ
て
い
ま
す
！

「
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」実施

！

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
町
長
と
膝
を
突
き
合
わ

せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課 

　

 

61
‐
３
９
４
１

　

法
律
問
題
を
は
じ
め
、
日
頃
、
暮
ら
し

の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
弁

護
士
や
金
融
の
専
門
家
な
ど
が
お
応
え
し

ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
19
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

場
所　

勝
山
労
働
福
祉
会
館

（
労
働
金
庫
勝
山
支
店
２
Ｆ
）

　
　
　
　

　

福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

 

21
‐
５
９
２
９

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

０
１
２
０
‐
６
２
９
‐
４
１
７

病気と無縁、いつまでも健康で！病気と無縁、いつまでも健康で！
国保優良家庭に記念品贈呈国保優良家庭に記念品贈呈

　日頃から健康管理に努め、病気にかからず、町
税等を完納している国民健康保険加入世帯を対象
に、その健康づくりへの努力を讃えるため記念品
を贈呈しました。
　対象となったのは、平成21年度1年間に病院な
どで診療や介護サービスを受けなかった世帯で、
今年は90世帯でした。
　高齢化の進展などで医療費は年々伸びており、
医療費の抑制は大きな課題となっています。
　記念品を贈呈された皆さんにならって、一層の
健康づくりに取り組んでみませんか。
　永平寺町は町民の皆さんの健
康づくりを応援しています。

町の花「梅」

小
こばやし

林　大
だい

起
き

くん

5才（谷口）
　いつも元気な大ちゃんで
す。

小
お

川
がわ

 ひよりちゃん
4才（鳴鹿山鹿）

　「なわとび」と「ジュエ
ルペット」がマイブーム。
なわとび大会がんばるよー
♪

　我が家は子どもが２人いて、各自電池を使うゲーム機を持ってい
るので、安いアルカリ電池をまとめ買いしていました。しかしゲー
ム機は思った以上に電池を使い、まとめ買いした電池もすぐになく
なり、どんどん電池のごみが増えてしまいました。
　そこで考えたのが充電池を使ってみようと思いました。これなら
電気が無くなれば充電するだけなので、まとめ買いもしなくて済み、
ごみも減りとてもエコだと思いました。
　しかし、いくら充電池とはいえ充電には電気を使用するので、こ
れだけではエコじゃないと感じ、我が家では１日のゲーム時間を１
時間というルールを決め、充電する回数も減らし、電気料の節約も
心がけながらエコをしようと頑張っています。

　今は、ゲーム機にだけしか使っていませんが、これから他のもの
も徐々に変えていきたいと思っています。充電池は何回も繰り返し
使えごみは減り節約もでき、とてもエコな商品です。
　皆さんも一度、電池を充電池にかえてみるなど、家庭でできる地
球温暖化対策をしてみませんか。

環境クイズ環境クイズ環境クイズ

〔答え〕
問１③　テレビのスイッチだけ切っても元線を抜かな

い限り待機電力がかかるので、温暖化対策に
はなりません

問２①　電気は使うだけで、再利用できないのでなる
べく電気を使わない工夫をしましょう

①照明にはなるべく白熱球を使う
②近くのスーパーまで車で行く
③見ないときは、テレビの元線を抜く

①電気　　　　②水
③ビールびん　④牛乳パック
⑤新聞紙

問合せ 環境課　　61‐3946

問1

リサイクルできない
ものは、どれでしょうか
リサイクルできない
ものは、どれでしょうか

問2

充電池で電池代節約・ごみも減少充電池で電池代節約・ごみも減少

家庭でできる地球温暖化対策として、
どの取り組みが正しいでしょうか
家庭でできる地球温暖化対策として、
どの取り組みが正しいでしょうか

第
４
回

ふ
く
い
看
護
職
就
職
相
談
会

　

看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看

護
師
を
目
指
す
学
生
や
職
場
復
帰
を
希
望

す
る
人
な
ど
を
対
象
に
看
護
職
就
職
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

2
月
26
日
（
土
）

　
　
　

12
時
30
分
〜
16
時

　
（
受
付 

15
時
30
分
ま
で
）

場
所　

福
井
県
看
護
協
会

対
象　

看
護
の
資
格
を
お
持
ち
の
人

　
　
　

看
護
学
生
（
県
内
・
県
外
問
わ
ず
）

※
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要

※ 

求
人
担
当
者
か
ら
個
別
に
説
明
を
受

け
、
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※ 

経
験
者
コ
―
ナ
ー
（
非
常
勤
も
有
り
）、

学
生
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　

福
井
県
看
護
協
会

福
井
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

〒
9
1
8
‐
8
2
0
6

福
井
市
北
四
ツ
居
町
6
0
1

 

52
‐
1
8
5
7

 

52
‐
1
8
5
8

　

年
度
末
（
２
月
、
３
月
）
に
は
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。
次
に
該
当
さ
れ
る
人

は
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、 

自
動
車
の
名
義
変
更
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
人

２
、 

自
動
車
の
廃
車
手
続
き
を
行
っ
て
い

な
い
人

３
、 

自
動
車
の
住
所
変
更
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
人

４
、 

２
、３
月
中
に
車
検
が
切
れ
て
い
る

自
動
車
を
引
き
続
き
使
用
す
る
人（
継

続
検
査
（
車
検
）
は
、
有
効
期
限
の

切
れ
る
１
ヶ
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま

す
。）

【
登
録
関
係
】

　

中
部
運
輸
局　

福
井
運
輸
局

 

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
５
７

【
検
査
関
係
】 

 
34
‐
１
６
０
３

※ 

軽
自
動
車
に
つ
い
て
は

軽
自
動
車
検
査
協
会
福
井
事
務
所

 

38
‐
１
５
０
９

自
動
車
の
名
義
、住
所
変
更
な
ど

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

問
合
せ

問
合
先

問
合
先

永平寺町チャレンジ企業支援事業永平寺町チャレンジ企業支援事業
　新商品の開発に意欲的にチャレンジする企業を支援する
ことにより、本町商工業の活性化と農商工連携の促進を図
る目的で実施します。
対象者　永平寺町に住所を有する中小企業・グループなど
対象事業
１．地域資源などを生かした新たな名産品、土産品、農
商工連携商品などを開発しようとする事業
２．新たな技術やアイデアを生かした新製品を開発しよ
うとする事業

補助金額・補助率　補助対象事業費60万円以上に対し、２
分の１以内50万円限度
補助対象経費
１．新商品開発のための試作品製作などに係る原材料費
２．商品開発などに係る講師、研究員などの招聘に要す
る経費
３．商品開発などに係る職員研修費
４．商品開発などに係る委託料
５．商品開発などに係る機械設備などの購入およびリース料
６．市場調査に係る委託料
７．販路開拓に係る経費
８．その他町長が特に認める経費
採択の方法　審査委員会を設置し、申請書類および申請者
によるプレゼンテーションを受け、事業性、実現可能性、
新規性、独創性などを評価し決定します。

　　　　　商工観光課　  61 ‐ 3921問合せ

問
合
せ



問合せ 住民生活課　　　61‐3945　　福井年金事務所　　　23‐4516

知っておきたい知っておきたい知っておきたい
国民年金

17 16広報永平寺2月号 広報永平寺2月号

町の木「油桐」

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」に

　

伴
う
自
殺
予
防
講
演
会
＆

相
談
会
の
お
知
ら
せ

学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
こ
こ
に
！

平
成
23
年
度
道
守
高
等
学
校

通
信
制
生
徒
募
集

　

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

福
井
県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
自
殺
予
防
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
1
人
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
５
日（
土
）13
時
30
分
〜
17
時

場
所　

福
井
県
自
治
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

１
、
自
殺
予
防
啓
発
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

２
、
講
演
会

　
　

演
題
「
う
つ
病
の
理
解
と
対
応
」

　
　
　

〜
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
、

私
に
で
き
る
こ
と
〜

　
　

講
師　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　
　
　
　

神
経
科
精
神
科

教
授　

和
田　

有
司 

氏

3 

、
相
談
会　

病
気
や
治
療
方
法
、
職
場

に
お
け
る
対
応
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談

定
員　

約
４
０
０
名

申 

込
み
方
法　

２
月
末
日
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
個
別
相
談
希
望
の
有
無
を

F
A
X
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　

福
井
県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課

〒
9
1
8‐
8
5
4
0 

福
井
市
西
木
田
２‐
８‐
８

 

36
‐
３
４
２
９
（
直
通
）

 

36
‐
９
６
５
８

　

多
く
の
中
高
年
の
人
が
道
守
高
校
で
学

ん
で
い
ま
す
。
月
に
３
回
程
度
、
日
曜
日

に
登
校
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
学
ぶ

と
い
う
コ
ー
ス
で
す
。「
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス

を
の
が
し
た
」「
退
職
し
た
か
ら
」「
余
裕

が
で
き
た
か
ら
」
な
ど
、
年
齢
に
関
係
な

く
学
べ
る
道
守
高
校
で
高
校
生
活
を
送
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

関
心
の
あ
る
人
は
個
別
相
談
に
電
話
で

予
約
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
指
定

日
に
来
校
で
き
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
）

個
別
相
談
会　

２
月
６
・
13
・
27
日

　
　
　
　
　
　

３
月
６
日い

ず
れ
も
日
曜
日

出
願
期
間　

３
月
16
日
（
水
）
〜

３
月
25
日
（
金
）

（
３
月
19
日
〜
23
日
ま
で
は
受
付
不
可
）

　

福
井
県
立
道
守
高
等
学
校通

信
制
入
学
係

 

36
‐
１
１
８
４

 

36
‐
１
１
８
５

　

福
祉
職
場
へ
の
就
職
希
望
意
欲
が
あ
っ

て
も
、
面
接
で
充
分
に
示
す
の
は
難
し
い

も
の
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
に
よ
る
講

座
「
面
接
で
失
敗
し
な
い
方
法
」
を
学
び

ま
せ
ん
か
？
模
擬
面
接
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）

　
　
　

 

13
時
〜
16
時
（
受
付　

12
時
30
分

〜
15
時
30
分
ま
で
）

場 

所　

ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
（
県
生
涯
学

習
館
）　

福
井
市
下
六
条
町
14
‐
１

内 

容　

職
員
採
用
予
定
の
社
会
福
祉
施
設

な
ど
と
の
個
別
面
談
コ
ー
ナ
ー

　

福
祉
の
仕
事
・
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
・

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
に
よ
る

面
接
対
策
講
座

参 

加
申
込　

面
接
対
策
講
座
や
求
人
者
な

ど
は
申
し
込
み
が
必
要
（
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）

　
　
　
　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

 

21
‐
２
２
９
４

　

県
で
は
県
民
が
抱
え
て
い
る
法
律
問
題

の
解
決
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
関
西
大
学
と
連
携
し
教
授
お
よ
び
Ｏ

Ｂ
弁
護
士
、
県
顧
問
弁
護
士
が
無
料
で
法

律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
刑
事
・
税
務
・
行
政
関
係
の
相
談

お
よ
び
係
争
中
の
相
談
に
は
応
じ
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
６
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

場
所　

ア
オ
ッ
サ　

５
、６
階　

会
議
室

対
象
者　

福
井
県
内
に
在
住
の
人

定
員　

先
着
24
名

申 

込
受
付
期
間　

２
月
15
日
（
火
）
よ
り

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
）

申 

込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
県
庁
（
総
務
部
・
法
制
課
）

窓
口

　

県
総
務
部
情
報
公
開
・
法
制
課

 

20
‐
０
２
４
６

（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

 

26
‐
１
１
７
１

　

 　

 koukaihou@
pref.fukui.lg.jp

申
込
・
問
合
せ

関
西
大
学
と
県
と
の
連
携
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会
！

申
込
・
問
合
せ

私たちは熱いハートでお応えします。

＊松 岡 支 店　61－1200
＊永平寺支店　63－3220

＊上志比支店　64－2323
＊福井医大支店　67－1900

福井銀行
http://www.fukuibank.co.jp

詳しくは、企画財政課（☎６１－３９４２）まで
e-mail：kikaku@town.eiheiji.lg.jp

広告掲載募集
広報永平寺に広告を掲載しませんか？

毎　月
第1金曜日
発　行

★付加年金
　第1号被保険者・任意加入被保険者が定額保険料
に付加保険料（月額400円）をプラスして納付する
と、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。
※ 付加年金の年金額は、200円×付加保険料納付月
数
※ お申し込み先は、永平寺町役場本庁および各支所
窓口です
※ 付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給できる
終身年金ですが、定額のため、物価スライド（増
額・減額）はありません
※ 国民年金基金に加入中の人は、付加保険料を納付
できません
※ 付加保険料の納付は、申し込んだ月分からになり
ます。また、納付期限を過ぎると納付できません。
納付期限は翌月末日（休日・祝日の場合は翌営業
日）です
例）付加保険料を20年間納めた場合
  付加保険料400円×12か月×20年=96,000円
  付加年金額200円×12か月×20年=48,000円（年額）

老齢基礎年金に生涯上乗せされます

★寡
か ふ

婦年金
　第1号被保険者として保険料を納めた期間（免除
期間を含む）が25年以上ある夫が亡くなったとき
に、10年以上継続して婚姻関係にあり、生計を維
持されていた妻に対して、60歳から65歳になるま

での間支給されます。
※ 年金額は、夫の第1号被保険者期間だけで計算し
た老齢基礎年金額の4分の3
※ 亡くなった夫が、障害基礎年金の受給権者であっ
た場合、老齢基礎年金を受けたことがある場合は
支給されません
※ 妻が繰り上げ支給の老齢基礎年金を受けている場
合は支給されません

★死亡一時金
　第1号被保険者として保険料を納めた月数（4分
の3納付月数は4分の3月、半額納付月数は2分の1
月,4分の1納付月数は4分の1月として計算）が36月
以上ある人が、老齢基礎年金・障害基礎年金を受け
ないまま亡くなったとき、その人によって生計を同
じくしていた遺族（①配偶者、②子、③父母、④孫、
⑤祖父母、⑥兄弟姉妹の中で優先順位の高い人）に
支給されます。
※ 死亡一時金の額は、保険料を納めた月数に応じて
120,000円～ 320,000円です
※ 付加保険料を納めた月数が36月以上ある場合は、
8,500円が加算されます
※ 遺族が、遺族基礎年金の支給を受けられるときは
支給されません
※ 寡婦年金を受けられる場合は、どちらか一方を選
択します

１号被保険者の独自給付を
　　　　　　　　　ご存知ですか 問

合
せ

問
合
せ
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～米粉と冬野菜の手軽で
美味しい料理教室～

　地元で採れる安心で安全な米粉や
特産物を利用した料理教室を開催し
ます。
　ぜひご参加ください。
日時　3月6日（日）　10時～13時
場所　永平寺四季食彩館
　　　れんげの里
内容　米粉と季節の野菜を使った
　　　料理実習
　　　講師：出倉　弘子 先生 
　　　　　　（料理研究家）
募集人員　先着 25名
参加費　500円（当日集金します）
申込期限　2月 22日（火）
申込方法　住所・氏名・電話番号を
　農林課にお知らせください
申問　農林課　　61-3947

2011年1月1日現在（前月比）

合　計
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（住民基本台帳より　外国人含む）

戸籍の窓12月届出分（敬称略）

赤ちゃん赤ちゃん

おくやみおくやみ

河合硯一郎 男 雅之・直子 諏訪間

南部蒼一朗 男 淳一・麻葉 藤巻

 沖 　颯駕 男 隼人・麻莉 松岡領家

伊藤　すず 女 隆博・奈美 東古市

常𦚰　幸空 女   浩 ・幸恵 松岡春日

川治　奏良 女 良崇・和恵 轟

北川　斗麻 男   崇 ・晃代 松岡小畑

山田　大雅 男 裕樹・和美 松岡吉野堺

三勢　勘介 男 泰隆・智香 松岡葵

戸庭　蒼生 男 裕之・ひとみ 松岡吉野

松井　優奈 女 義博・美由紀 松岡西野中

木谷　詩茉 女 雄高・香奈 松岡御公領

谷口　聖月 女   晃 ・玲衣 松岡神明

松浦　空舞 男 博幸・陽子 松岡観音

名　　前 性別 保護者 住　所

名　　前 年齢 住　所

ウエディングウエディング

松岡上合月 西尾　尚泰 松岡上合月 大久保裕子 福井市

松岡樋爪 幸川　泰己 松岡樋爪 吉田　知未 越前市

松岡神明 石澤　 茂 東京都
 山岡美納子 松岡神明

住　所 名　　前 旧住所

堀江かほる 88 牧福島
堅達　哲然 75 松岡神明
南部富士乃 97 石上
吉川　文子 77 上浄法寺
森塚　武子 81 松岡下合月
村田　幹也 88 松岡芝原
坪川　信一 72 諏訪間
竹田　政信 79 松岡越坂
南保　絹枝 82 栃原
南部きよ子 86 藤巻
鈴木みさ子 86 栗住波
三村　ひも 100 松岡下合月
吉村　 貢 84 松岡志比堺
清水つや子 89 大月
土田あさを 84 山王

イベント情報
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四季菜料理教室開催
参加者募集！
四季菜料理教室開催
参加者募集！

　地域のお店が期間限定で出店する
「ふるさと市場」を開催します。会場
ではパンや焼き菓子・焼き鯖寿司の
販売やみかんの詰め放題などがあり
ます。（各会場販売物は異なります）
　また会場では「えいへいじで買
おっさ」のガラガラ抽選会も行って
おります。
　皆さんぜひ会場へお越しくださ
い。
日時　①２月５日（土）・６日（日）
　　　　10時～ 15時
　　　②２月 12日（土）・13日（日）
　　　　10時～ 15時
場所　①永平寺商工会　永平寺支所
　　　②永平寺町商工会　本所
問合　永平寺町商工会

　61-0456

2/5㊏・6㊐・
 12㊏・13㊐

3/6㊐

「えいへいじ
　　ふるさと市場」
「えいへいじ
　　ふるさと市場」

　永平寺で最古の建造物である山門
をはじめ、瑠璃聖宝閣、唐門、報恩塔、
鐘楼の５つの伽藍がライトアップさ
れ、通用門から山門までの外観ルー
トが特別開放されます。境内の参道
や通路には手作りの竹燈籠や雪燈籠
が灯され、幻想的な空間を創り出し
ます。また、手作りの涅槃団子やしょ
うが湯が振る舞われ、心も体もあた
たまるイベントです。
日時　2月 11日（金）～ 13日（日）
　　　18時～ 20時
場所　曹洞宗 大本山 永平寺
料金　外拝観無料　（寺院建物内は
　　　時間外につき入れません）
問合　永平寺門前観光協会

63-1711
　　　永平寺町観光物産協会

63-1188

2/11㊎～
　　 13㊐

雪の大本山永平寺をライトアップ
冬の燈籠まつり
雪の大本山永平寺をライトアップ
冬の燈籠まつり

さんもん

るりしょうぼうかく からもん ほうおんとう

しょうろう

ねはんだんご
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松岡営業所
〒９１０-１１１８ 永平寺町松岡薬師１-７９  TEL 61－0680

E-mail：info@asahi-p.jp
ホームページ　http://www.asahi-p.jp

　住民基本台帳カード（住基カード）
を利用して、役場などに設置されてい
る自動交付機で休日や時間外でも下記
の証明書が発行できます。操作は簡単。
とっても便利！
　３月末までは手数料無料ですので、
この期間の取得をお勧めいたします。
自動交付機発行できる証明書
・住民票の写し（個人、同一世帯分）
・印鑑証明書（個人）
・所得課税証明書（個人）
発行時間
　（平日・休日ともに）7時30分～ 20時
住基カード取得申請に必要なもの
① 公的な身分証明書（顔写真付のも
の）（運転免許証、パスポートなど）
② 本人確認書類（健康保険証、年金
手帳など）
③印鑑（認印）
④ 印鑑登録カー
ド
　※ 印鑑証明書
発行希望者

　　　　
住民生活課　  61-3945

便利な住民基本台帳カード
３月末まで取得「無料」！！

問合せ

各１部
200円

JA吉田郡 経　済　課 63－2660　吉 野 支 所 61－0230
五 領 支 所 61－1234　永平寺支所 63－3160
上志比支所 64－2013


